
【一部支給停止適用除外事由届出書に添付する確認書類に関するフローチャート】

身体上又は精神上の

障がいを有している方る

疾病・負傷・要介護状態に

あり、就業が困難である方

監護する児童又は親族が障がい・疾病・負傷・

要介護状態等にあり、介護を行う必要がある方

雇用されている ①～④のうちいずれか一つ ※いずれも本人分のみ
①健康保険資格取得証明書の写し
②資格情報のお知らせの写し
③資格確認書の写し
④マイナポータルの保険資格情報画面をプリントアウトしたもの

①②のうちいずれか一つ
①雇用証明書※（様式３及び４）
→勤務先で証明欄を記載していただいたうえでご提出ください
②給与明細書の写し
→受給者氏名・勤務先名・支払月（６月以降）が記載されたもの

自営業に従事している 自営業従事申告書※（様式３及び４）
→ご自身で記入してください。

①～⑤のうちいずれか一つ
①求職活動等申告書（様式５）・申告書内容に関する証明書（様式６）

→両面記入が必要です
→２つ以上の求職活動を行ったことの証明が必要です。

②雇用保険法に規定する求職者給付（傷病手当を除く）を受給している場合は受給資格者証の写し等
③採用選考証明書（様式７）
④公共職業訓練を受けている場合は、ハローワークによる受講指示書の写し等
⑤職業能力の開発及び向上のため専修学校やその他養成機関に在学している場合は、在学証明書等

①～④のうちいずれか一つ
①身体障がい者手帳１級、２級、３級のいずれかの写し
②療育手帳（A）の写し
③精神障がい者手帳１級、２級のいずれかの写し
④児童扶養手当法施行令別表第１に定める障がい状態に関する医師の診断書（所定の診断書：
来庁窓口にあります）及び特定の傷病に係るX線直接撮影写真（既に提出したことがあり、
障がい状態が固定している等の場合は省略できます）

児童扶養手当の受給から５年経過、または手当の支給要件に該当してから７年経過したときなど、児童扶養手当法第１３

条の３により、支給している手当額の２分の１を停止することとなっています。
支給停止の適用を除外するためには、一部支給停止適用除外事由届出書と就業・求職活動をしている、もしくは就業・

求職活動ができない理由を確認できる書類を提出する必要があります。

自身がどの確認書類を提出すれば良いかは以下のフローチャートを参考にしてください。

はいはい

※藤沢市役所本庁舎２階の「ジョブスポットふじさわ」において求職活動の支援を行っています。
相談後、求職活動等申告書裏面の「 (様式６)求職活動支援機関等利用証明書」に証明を
もらい、本庁舎３階の子育て給付課の窓口へご提出ください。
※様式５・様式６は子育て給付課の窓口でお渡ししています。

①～⑤のうちいずれか一つ
①特定疾患医療受給者証の写し ②特定医療費（指定難病）受給者証の写し
③特定疾病療養受療証の写し
④相当期間、負傷・疾病により療養等が必要であることを証する医師の診断書※（様式８）
⑤その他、疾病、負傷又は要介護状態により就業が困難であることを明らかにできる書類
※診断書(様式８)は藤沢市ホームページから印刷するか、子育て給付課にお問い合わせください。

１.就業している方（就業している証明を提出）

健康保険は本人加入の

社会保険であるる

い

い

え

い

い

え

２.求職活動を行っている方（求職活動を行っていることがわかる証明を提出）

３.就業もしくは求職活動が困難と思われる理由がある方

求職活動を

行っている

「２へ」

「就業していない方」

就業もしくは求職活動が困難な理由がある「３へ」

提出書類が複雑なため、子育て給付課にご連絡ください

※雇用証明書及び自営業従事申告書(様式3及び4)は対象者の方へ同封しています。

必要な方は藤沢市ホームページから印刷するか、子育て給付課にお問い合わせください。


